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公園を取り巻く時代の背景と効果

整備水準の標準の改正。街区公園は当時「もっぱら児童の利用に供することを目的とする都市公園と定義されて
いたが、広い年齢層の住民による散策、休養等の日常的な利用に供される場となるべきことから、利用者が特定
される名称及び定義を変更しました。
※三種の神器（ブランコ、滑り台、砂場）の設置を廃止

都市公園の配置基準の見直し。地域に存する緑地の状況等を踏まえ、これらを補完した有機的なネットワークが
形成されることを目的とする趣旨により誘致距離の廃止をしました。

国土交通省は、平成28（2016）年５月に「新たな時代の都市マネジメントに対応した都市公園等のあり方検討
会 最終報告書」を公表しました。報告書では、新たな時代の都市をつくる緑とオープンス ペースの基本的考え
方において、「新たなステージ」へ移行すべきとした上で、新たな視点として、「ストック効果をより高める」
「民との連携を加速する」「都市公園を一層柔軟に使いこなす」の３つ の視点が示されています。

平成29（2017）年の法改正により、新たなステージでの都市公園の再生、活性化を推進するため、Park-PFI
（公募設置管理制度）の創設や都市公園内保育所の全国措置化、公園を活性化する協議会の設置等が盛り込まれ
ました。

産学官のメンバーで構成される都市の多様性とイノベーションの創出に関する懇談会（座長：浅見泰司 東京大
学大学院工学系研究科教授）が、令和元（2019）年６月に、官民のパブリックな空間（街路、公園、広場、民
間空地等）をウォーカブルな人中心の空間へ転換・先導し、民間投資と共鳴しながら官民一体となった「居心
地が良く歩きたくなるまちなか」の形成による都市の再生に向けた提言をとりまとめています。居心地が良く
歩きたくなるまちなかのイメージとして、WEDO（Walkable：歩きたくなる、Eye level：まちに開かれた１階、
Diversity：多様な人の多様な用途、使い方、Open：開かれた空間が心地よい）の考え方が示されています。

街路、広場、公園、民間空地等の官民の公共空間を、まちづくり全体の中で一体として捉え、「居心地が良く歩
きたくなる」まちなかの創出による魅力的なまちづくりに向けて、市町村が作成した都市再生整備計画において、
滞在快適性等向上区域を設定し、当該区域内で官民一体となって取り組む公共空間の創出のための事業や都市公
園の活用などに対する特例措置が盛り込まれました。また、都市公園においては、看板、広告塔などの占用の特
例や公園施設設置管理協定制度などの新たな制度が創設されました。

都市公園法施行令、施行規則改正

新たな都市マネジメントに対応した都市公園等のあり方検討会

都市公園法の改正

都市公園法施行令の改正

都市の多様性とイノベーションの創出に関する懇談会

都市再生特別措置法等の改正
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時代の背景 現在公園に求められる効果

公園の活用想定を児童が遊ぶ場から多くの世代が利用する
場所へ考え方を変更

公園の誘致距離を廃止し有機的なネットワークの形成を目
的とする

オープンスペースの基本的考え方に新たな視点として、
「ストック効果をより⾼める」「⺠との連携を加速する」
「都市公園を⼀層柔軟に使いこなす」の３つの視点を追加

新たなステージでの都市公園の再⽣、活性化を推進するた
め、Park-PFIの創設や保育所の全国措置化等が盛り込まれた

公共空間を、まちづくり全体の中で⼀体として捉え、魅⼒
的なまちづくりに向けて、当該区域内で官⺠⼀体となって
取り組む公共空間の創出のため特例措置が盛り込まれた

・多世代が使用できる場

・多様化するニーズへの対応

・ストック効果を⾼めていく

・防災機能の向上

・⽣物多様性の確保

・⺠間活⼒の導入の推進

・市⺠協働の推進

・魅⼒的なまちづくりの⼀因



多摩市の公園緑地の現状

市内には現在208の公園緑地があり、

その約8割が30年以上経過した公園である。

10 年後は約9 割と増加していく予定

児童が使用することを前提として考えられ

た公園が多く、時代の背景や求められる効

果に対して対応できていない。

また、公園全体の老朽化も進んでいる。

公園に求められている効果を得られるよう

に改修時に新たな効果を発揮できるように

整備を行い、制度等も見直す必要がある。



多摩市の樹林地の現状

公園緑地の多くの面積を樹木・樹林が占め、

施設と同様に30年以上経過し適正な維持管

理が今以上に必要であるものの、量が多く

すべてに対応しきれていない。

その結果、樹木の大径木化・老木化が進行

し、病害虫の被害の拡大や見通しの悪化、

隣接地への越境等が増加している。

景観形成や安全性の確保、大気浄化、生物

多様性の確保等の機能を発揮するため、適

正な樹木配置や管理を行い量から質への転

換を図る必要がある。

都市緑地に加え、公園にも多くの樹林地がある

総合公園

285,504㎡ (14%)

地区公園

11,587㎡ (1%)

近隣公園

651,546㎡ (32%)
街区公園

412,926㎡ (21%)

都市緑地

651,960㎡ (32%)

■公園種類と公園・緑地数の関係

総面積

㎡

2,013,522.73



パークマネジメント計画の策定目的

公園に求められるニーズの多様化

社会の成熟化
市⺠の価値観の多様化
都市インフラの⼀定の整備
防災機能の向上
⽣物多様性の確保

限られた財源の中、苦情・要望への対
応でいっぱいで、より良くしていくた
めの取り組みができていない状況

パークマネジメント計画の策定

公園のあり方や効果的な管理運営手法、施設や樹木の適正な維持管理
方針等を定め、公園が地域の魅⼒となるとともに周辺地域の価値を⾼
めることを目指す。

公園管理の現状・課題公園に求められる姿

社会が求めるニーズに対応するために
は、持続可能な管理運営の仕組みづく
りが必要

ストック効果をより⾼め、公園をよ
り柔軟に使いこなす必要性



各計画の位置づけ

みどり全体の計画【次期】みどりと環境基本計画

公園施設長寿命化計画（改定版）

パークマネジメント計画 市の公園緑地全体に関する計画

公園のあり方や効果的な公園管理運営手法、
施設や樹木の維持管理方針等を定め、限られ
た財源の中で効果的な公園管理を行っていく。

公園施設の具体計画

予防保全の考え方に基づき計画的な施設の維
持管理・更新を行うことで、機能の確保及び
ライフサイクルコスト縮減を図る。



パークマネジメント計画

課題

公園の誘致距離や1人当たりの公園面積から考えると、現状は公園が充実している状
況であるが、公園の少ない地域をつくらないように借地公園を継続して確保していく
必要や、公園利用者が少ない公園の価値をどう⾼めていくかの課題がある。

公園の適正配置

借地公園があり
解除すると地域の公園
が少なくなってしまう

誘致距離
総合公園：1000m
地区公園：1000m
近隣公園：500m
街区公園：250m
都市緑地：250m

1人当たりの公園面積

１３.６０㎡（都内の市町村では１位）

誘致距離から解釈

右の図は各公園からの誘致距離を囲ん
だ場合、ほぼ市内の全域がいずれかの
公園の誘致距離内に入っている。
※誘致距離とは、公園の利用する人の誘致圏の示す半円
の距離として過去に定められていた経緯があり現在は使

われていないがその考え方を準用している。

市内に公園が充実している理由



方針

〇既存公園

借地公園・緑地を継続して借地とするか方向性を検討し、公園が少ない地域をつく
らないようにする。

※平成25年度に各借地公園・緑地の今後の方針について決定しているが、社会情勢
や市⺠要望もあることから再度整理を行うものです。

〇提供公園や寄付

市内に公園の少ない箇所はほぼないことから、開発による提供公園や土地の寄付な
どの新規案件に対し取得するか、活用方法や財源等を含めて方向性を検討し、計画
的な公園配置を行う。

〇公園の再編

利用者の少ない公園などの再編や活用方法について方向性を検討する。

公園の適正配置



パークマネジメント計画

公園施設の機能再編・機能集約

課題

老朽化している遊具等が多くあることや、近くに同じような施設が点在している状
況である。

例）トイレ配置

右の図は各市内の公園にあ
るトイレから半径５００ｍ
の円を描いた図となってい
る。

トイレが少ない地域もある
が、トイレが密集している
地域が多いことが分かる。

トイレが密集

している地域



パークマネジメント計画

公園施設の機能再編・機能集約

方針

〇効率的な施設の維持管理の手法について（長寿命化計画など）整理する。

⇒長寿命化計画のページで説明

〇トイレについて、今後、「量から質へ」の考え方を重要視して、集約化を行うこ
とでトイレの洋式化などの機能向上をしていく方針とする。

トイレの集約イメージ
（●トイレのない公園、 トイレがあるが将来的に廃止にする公園、 トイレがあり継続して設置する公園）

〇公園施設等の機能再編・集約

集約の効果
・トイレ設備の充実
・計画的に補修・改修可
・管理の質の向上
・維持管理コスト減

トイレ９か所 トイレ５か所

各公園の役割の

検討を行う

役割に合わせた施設

機能の再編を検討

地域のニーズに合わせた利

用価値の⾼い公園づくり



パークマネジメント計画

課題

市内の公園や緑地の樹木の大木化・老木化がすすんでおり、倒木のリスクや越境、
ナラ枯れの拡散防止などの課題がある。

方針

樹木大きさや場所に合わせた剪定方法・配置等を定め、効率的な管理を行うととも
に、間伐や植え替え、萌芽更新の方法も定め、緑の若返りも図っていく計画を策定
する。

樹木の管理・更新の方針

公園や緑地の
植栽配置の
理想形を策定

理想形に
近づくような
管理（伐採
等）を実施

理想形を継続
できるような
剪定方法実施

理想形に近
い公園植栽

の形

入口

⾼木

中木

低木

低木

住宅地

入口

中木

⾼木

低木

花壇

現状 理想形
（例）

住宅地



パークマネジメント計画

課題

管理については、市内をブロックに分けて委託により管理している。そのため各ブ
ロック間の連携や要望から着手までの時間がかかる、要望箇所ばかりの管理で細部
まで管理が行き届かないなどの課題がある。

方針

⺠間活⼒活用の複数の選択肢の中から、市の特徴に合わせた活用方法を検討する中
で、公園内の管理として指定管理制度を導入することやPark-PFIを新たな公園で行
うことでの⺠間のノウハウや活⼒を⽣かし市⺠サービスの向上を図っていくことを
推進していく。

公園管理運営手法・民活

市⺠

業者

市

市⺠

ボラン
ティア

市

現状

指定管理導入後

業者

業者

ボラン
ティア

市

・ブロック間の連携が良くなる
・要望から着手までの流れがスムーズ
・専門知識を⽣かし、要望箇所以外にも管
理が行き届き、きめ細やかな管理が可能

・市⺠ニーズに合わせた公園の活用が可能
・市の人件費の削減につながる

得られる効果



パークマネジメント計画

課題

ボランティアの⾼齢化や会員数の減少など、公園の管理に関わる市⺠が減少傾向に
あり、今後の活動が難しくなっている課題がある。

方針

現況のボランティアの役割の見直しを行い、支援体制の見直しや団体間のコミュニ
ティの場の形成などの方法を検討していく。また、新たな関わる仕組みづくり等、
みどりのルネッサンスの考え方なども取り込みながら検討していく。

市民協働

公園管理者 ボランティア

役割分担の明確化と連携

連携

団体間のコミュニティ形成

事業等

ボラ

ボラ

市⺠

ボラ

効率的な管理運営の実現

団体が⼀部運営も担うことで公園の活用の幅が
広がり、公園へ関わることの価値の向上

公園全体管理 ボランティア活動
＋

運営に参加（新規）

団体間の情報共有

団体や市⺠間での助け合
いの和が広がる

市⺠への活動の周知・団
体と市⺠の懸け橋



パークマネジメント計画

課題

利用者の公園に対するニーズについては社会情勢等により多様化している⼀方、制
度については、ニーズに対して対応できていない状況の課題がある。

方針

公園利用のニーズに合わせた、制度の見直しを行い、幅広いニーズに対応すること
で市⺠サービスの向上や公園の利用価値の向上の方法を検討する。

例：公園内でのキッチンカーや販売行為の制度の見直しを行う。

公園利活用の方針

・火器の使用
・販売行為
・公園内のBBQ

など

公園内NG

・条例の整備
・市⺠の運営へ参加
・地域への影響考慮

緩和や整備

・禁止事項の⼀
部緩和
・全体ではなく
⼀部の公園のみ
の場合も

公園内OK

この部分の制度
や考え方を整理



多摩市公園施設長寿命化計画

施設の長寿命化計画

公園再整備の計画

・健全度調査の結果に基づく公園施設の老朽化対策

・利用者に対する安全対策の強化

・ライフサイクルコストの縮減や平準化を図る

・緊急度・劣化判定の指標が⾼い施設が多く存在する公園

・抜本的なリニューアルによる機能向上が必要な公園

・機能集約や再編により地域課題を解決できる公園

・市の関連事業と⼀体整備をすることで効率化が図れる公園

部分改修による
機能維持

全体改修による
機能向上

【新たな視点】

・メリハリのある公園改修

・地域における公園の機能・将来需要の分析

・機能集約によるランニングコストの縮減

・地球環境問題への対応

・機能再編による魅⼒の向上

・インクルーシブ社会の実現

・防災機能の強化

・⺠間活⼒を活かした公園の利活用

・地域交流・市⺠協働の推進

・公園施設長寿命化計画の改定では、公園施設長寿命化・公園再整備方針・橋梁長寿命化を３本柱に費用の平準化を図る。

・公園再整備方針に基づく改修の際には、市⺠と対話を重ね市⺠参画しやすい公園づくりを推進

現行計画 改定後 将来

長寿命化対策

応急対応

長寿命化対策

応急対応

長寿命化対策

応急対応

公園魅⼒向上



今後のスケジュール（案）

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
令和
６年度

環境政策
推進本部

経営会議

みどりと環
境審議会

市⺠意見

議会

概要報告

骨子案報告 策定報告

パブコメワークショップ

骨子案報告

素案報告

原案協議・決定


